
2026年３月期 第２四半期（中間期）決算短信〔日本基準〕(連結)
2025年11月14日

上 場 会 社 名 相模ゴム工業株式会社 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 5194 URL https://sagami-gomu.co.jp/

代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名) 大跡 賢介

問合せ先責任者 (役職名) 専務取締役 (氏名) 吉田 邦夫 TEL 046-221-2311

半期報告書提出予定日 2025年11月14日 配当支払開始予定日 ―

決算補足説明資料作成の有無 ：無

決算説明会開催の有無 ：無
(百万円未満切捨て)

１．2026年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年４月１日～2025年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期中間期 3,120 3.2 161 316.6 △14 ― △126 ―
2025年３月期中間期 3,024 △5.3 38 △86.1 538 56.6 390 168.3

(注) 包括利益 2026年３月期中間期 △256百万円( ―％) 2025年３月期中間期 842百万円( 153.3％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期中間期 △11.64 ―
2025年３月期中間期 35.93 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期中間期 18,238 10,752 57.6
2025年３月期 18,635 11,117 58.2

(参考) 自己資本 2026年３月期中間期 10,510百万円 2025年３月期 10,837百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 ― ― ― 10.00 10.00
2026年３月期 ― ―
2026年３月期(予想) ― 10.00 10.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,100 7.2 240 ― 140 △73.2 50 87.3 4.61

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） ― 、除外 ―社（社名） ―

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料８ページ「２．中間連結財務諸表及び主な注記 （４）中間連結財務諸表に関する注記事

項」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年３月期中間期 10,937,449株 2025年３月期 10,937,449株

② 期末自己株式数 2026年３月期中間期 81,200株 2025年３月期 81,045株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年３月期中間期 10,856,330株 2025年３月期中間期 10,856,454株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注

意事項等については、添付資料２ページ「１．経営成績等の概況 （３）連結業績予想などの将来予測情報に関する

説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間におけるわが国の経済は、雇用情勢の改善などを受け、緩やかな回復基調で推移しました。

一方で、物価上昇を背景とした節約志向や支出抑制の動きが広がり、個人消費は全体として横ばいの状態が続きま

した。

また、米国の相互関税を巡る動向や各国の産業政策の変化、地政学リスクの高まりなどもあり、先行きの見通し

には不透明感が広がっています。

当社グループは、持続的な成長のために成長分野へのリソース集中が不可欠であるとの判断から、事業ポートフ

ォリオの抜本的な再構築を実施しております。

従来の慣行に縛られることなく経営改革を着実に推進し、市場競争力の強化に向けた新体制の構築を進めており

ます。

このような状況の中、当社グループの当中間連結会計期間の売上高は3,120百万円（前中間連結会計期間比3.2％

増）、営業利益は161百万円（前中間連結会計期間比316.6％増）、為替差損128百万円を計上し、経常損失は14百万

円（前中間連結会計期間は経常利益538百万円）、親会社株主に帰属する中間純損失は126百万円（前中間連結会計

期間は親会社株主に帰属する中間純利益390百万円）となりました。

セグメントの経営成績は次のとおりであります。

① ヘルスケア事業

ラテックス製コンドームは販売価格が上昇したものの、売上数量は伸び悩みました。ポリウレタン製コンドーム

は、越境ビジネスプラットフォームの活用により、越境ＥＣによる販売拡大が奏功し、売上高が続伸しました。

この結果、ヘルスケア事業の売上高は2,489百万円（前中間連結会計期間比7.2％増）、営業利益は462百万円（前

中間連結会計期間比8.9％増）となりました。

② プラスチック製品事業

プラスチック製品事業は、原材料価格の高止まりに対応すべく、継続的に価格改定を実施してまいりました。食

料品等の値上げ疲れや買い控えにより、数量ベースでは厳しい状況にありますが、特定の機能特性を活かせる分野

やニッチな安定市場での差別化を図っております。

この結果、売上高は588百万円（前中間連結会計期間比5.5％減）、営業損失は28百万円（前中間連結会計期間は

営業損失53百万円）となりました。

③ その他

入浴・介護サービス及びその他の事業の売上高は43百万円（前中間連結会計期間比45.6％減）、営業損失は36百

万円（前中間連結会計期間は営業損失41百万円）となりました。

売上高の減少は、介護事業の事業譲渡及び事業所の閉鎖が９月末をもって概ね完了したことによるものでありま

す。

（２）当中間期の財政状態の概況

当中間連結会計期間末の総資産は、現金及び預金が増加し、棚卸資産や固定資産が減少したこと等により、前連

結会計年度末に比べ397百万円減少し、18,238百万円となりました。

負債合計は、未払法人税等が増加し、長・短期借入金が減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ32百万

円減少し、7,486百万円となりました。

純資産合計は、配当支払いによる利益剰余金や為替換算調整勘定が減少したこと等により、前連結会計年度末に

比べ365百万円減少し、10,752百万円となりました。

この結果、当中間連結会計期間末の自己資本比率は0.6ポイント減少し、57.6％（前連結会計年度末は58.2％）と

なりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年３月期の通期業績予想につきましては、為替相場の動向やさまざまな要因を含めて、適正かつ合理的に算

定することができ次第、適宜修正を公表いたします。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,932,394 2,079,242

受取手形及び売掛金 867,998 855,230

電子記録債権 969,238 1,183,965

棚卸資産 2,434,933 2,176,880

その他 64,887 77,023

貸倒引当金 △18,509 △14,145

流動資産合計 6,250,942 6,358,197

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,536,520 4,383,577

減価償却累計額 △1,961,848 △1,946,243

建物及び構築物（純額） 2,574,671 2,437,334

機械装置及び運搬具 15,066,590 14,640,490

減価償却累計額 △7,207,350 △7,275,610

機械装置及び運搬具（純額） 7,859,240 7,364,880

土地 676,629 592,376

建設仮勘定 90,117 113,599

その他 361,394 351,766

減価償却累計額 △259,900 △251,895

その他（純額） 101,494 99,870

有形固定資産合計 11,302,153 10,608,061

無形固定資産 6,259 5,863

投資その他の資産

投資有価証券 969,539 1,149,419

退職給付に係る資産 45,625 55,285

その他 61,716 62,162

貸倒引当金 △550 △550

投資その他の資産合計 1,076,331 1,266,317

固定資産合計 12,384,744 11,880,242

資産合計 18,635,686 18,238,440
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 190,094 220,782

電子記録債務 236,872 262,050

短期借入金 5,515,033 5,379,247

未払法人税等 102,113 181,314

前受金 205,044 236,543

賞与引当金 81,325 86,529

その他 507,897 488,094

流動負債合計 6,838,381 6,854,563

固定負債

長期借入金 140,520 68,400

長期預り保証金 3,000 3,000

繰延税金負債 8,807 57,731

退職給付に係る負債 97,371 104,831

役員退職慰労引当金 424,978 392,385

資産除去債務 5,400 5,400

固定負債合計 680,076 631,748

負債合計 7,518,457 7,486,311

純資産の部

株主資本

資本金 547,436 547,436

資本剰余金 676,518 676,518

利益剰余金 8,779,780 8,544,818

自己株式 △36,405 △36,551

株主資本合計 9,967,329 9,732,221

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 533,962 629,571

為替換算調整勘定 336,538 148,990

その他の包括利益累計額合計 870,500 778,562

非支配株主持分 279,399 241,344

純資産合計 11,117,229 10,752,128

負債純資産合計 18,635,686 18,238,440
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

売上高 3,024,069 3,120,948

売上原価 2,251,905 2,301,896

売上総利益 772,164 819,051

販売費及び一般管理費 733,470 657,845

営業利益 38,693 161,205

営業外収益

受取利息 9 120

受取配当金 11,624 15,713

為替差益 552,677 -

作業くず売却益 3,927 4,359

助成金収入 2,557 3,308

その他 4,149 4,415

営業外収益合計 574,946 27,919

営業外費用

支払利息 69,982 65,970

持分法による投資損失 5,242 9,029

為替差損 - 128,915

その他 0 0

営業外費用合計 75,225 203,916

経常利益又は経常損失（△） 538,414 △14,792

特別利益

固定資産売却益 20 103,206

関係会社清算益 8,346 -

受取保険金 2,137 -

特別利益合計 10,504 103,206

特別損失

固定資産除売却損 5,249 37,886

関係会社整理損 9,500 -

債権放棄損 - 30,479

特別損失合計 14,749 68,366

税金等調整前中間純利益 534,168 20,047

法人税等 145,286 176,862

中間純利益又は中間純損失（△） 388,882 △156,814

非支配株主に帰属する中間純損失（△） △1,157 △30,416

親会社株主に帰属する中間純利益又は親会社株主に
帰属する中間純損失（△）

390,040 △126,398
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中間連結包括利益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

中間純利益又は中間純損失（△） 388,882 △156,814

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 5,597 95,609

為替換算調整勘定 456,698 △195,185

持分法適用会社に対する持分相当額 △8,278 -

その他の包括利益合計 454,018 △99,576

中間包括利益 842,900 △256,391

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 815,439 △218,336

非支配株主に係る中間包括利益 27,460 △38,054
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 534,168 20,047

減価償却費 332,229 346,672

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,267 △4,364

賞与引当金の増減額（△は減少） 14,789 5,204

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 18,242 7,431

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 16,071 △32,592

受取利息及び受取配当金 △11,634 △15,834

支払利息 69,982 65,970

為替差損益（△は益） △320,742 113,427

持分法による投資損益（△は益） 5,242 9,029

有形固定資産除売却損益（△は益） 5,229 △65,319

関係会社清算損益（△は益） △8,346 -

債権放棄損 - 30,479

売上債権の増減額（△は増加） 267,393 △244,644

棚卸資産の増減額（△は増加） 44,144 206,713

仕入債務の増減額（△は減少） △442,293 103,468

その他 23,848 △19,541

小計 545,058 526,147

利息及び配当金の受取額 11,634 15,739

利息の支払額 △66,973 △67,022

法人税等の支払額 △150,623 △94,194

営業活動によるキャッシュ・フロー 339,095 380,669

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △28,179 △70,147

有形固定資産の売却による収入 20 180,150

投資有価証券の取得による支出 △276 △40,303

関係会社株式の取得による支出 △2,400 -

関係会社の清算による収入 13,754 -

投資活動によるキャッシュ・フロー △17,080 69,700

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 150,000 △20,000

長期借入金の返済による支出 △284,926 △174,069

自己株式の取得による支出 △96 △145

配当金の支払額 △108,563 △108,645

財務活動によるキャッシュ・フロー △243,587 △302,860

現金及び現金同等物に係る換算差額 12,947 △661

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 91,375 146,847

現金及び現金同等物の期首残高 1,192,417 1,932,394

現金及び現金同等物の中間期末残高 1,283,793 2,079,242
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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（セグメント情報）

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

中間連結
損益計算書
計上額
(注)３

ヘルスケア
事業

プラスチ
ック製品
事業

計

売上高

顧客との契約から
生じる収益

2,321,537 622,749 2,944,286 79,783 3,024,069 － 3,024,069

その他の収益 － － － － － － －

外部顧客への売上
高

2,321,537 622,749 2,944,286 79,783 3,024,069 － 3,024,069

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

－ － － － － － －

計 2,321,537 622,749 2,944,286 79,783 3,024,069 － 3,024,069

セグメント利益
又は損失(△)

424,781 △53,507 371,274 △41,061 330,213 △291,519 38,693

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、巡回入浴等のサービスや日用雑

貨品他を製造・販売しております。

２ セグメント利益又は損失の調整額には、セグメント間取引消去と各報告セグメントに配分していない全社費

用が含まれております。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３ セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

中間連結
損益計算書
計上額
(注)３

ヘルスケア
事業

プラスチ
ック製品
事業

計

売上高

顧客との契約から
生じる収益

2,489,325 588,243 3,077,568 43,379 3,120,948 － 3,120,948

その他の収益 － － － － － － －

外部顧客への売上
高

2,489,325 588,243 3,077,568 43,379 3,120,948 － 3,120,948

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

－ － － － － － －

計 2,489,325 588,243 3,077,568 43,379 3,120,948 － 3,120,948

セグメント利益
又は損失(△)

462,795 △28,827 433,967 △36,513 397,453 △236,248 161,205

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、巡回入浴等のサービスや日用雑

貨品他を含んでおります。

２ セグメント利益又は損失の調整額には、セグメント間取引消去と各報告セグメントに配分していない全社費

用が含まれております。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３ セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。


